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チーム学校を目指す取組



・新しい時代に求められる資質・能力を育む
教育課程の実現

・教育活動の質を高めるカリキュラム・マネ
ジメントの充実

・複雑化・多様化した教育課題の解決
・子どもと向き合う時間の確保
・本道の教育課題の解決
（学校の点在、研修参加の移動時間等）

○ 背景
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学級間・教師間の指導の格差

例えば・・・
・学年によって学力の差が大きい
・学級によって給食のルールが違う
・学級や教科によってノートの使い方が違う

・３年生より１年生のほうが宿題が多い
など

学校が一体となった組織的な力が生む教育力
個々の教員の力に過度に依存しないチーム力
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(2) 安心して学べる居場所である集団
の確立
・よりよい生活や人間関係を形成する態度の育成
・学習に適した教室環境の整備 など

(1) カリキュラム・マネジメントの
充実・強化
・教科等横断的な視点からの教育課程の編成
・学習評価を生かした教育課程・指導方法の改善 など

(3) 学習指導の充実
・ＩＣＴを活用した授業改善
・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 など
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○ 視点



(5) 家庭・地域との連携
・学校として育成を目指す資質・能力や学校経営方針の家庭や地域と
の共有

・家庭や地域との連携・協働による教育活動の充実 など

(4) 教員の資質能力の向上
・日常実践に直結する校内研修（ミニ研修）の促進
・メンター研修の推進による中堅・若手教員の計画的な育成

など
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○ 視点



(1) カリキュラム・マネジメントの充実・強化

総合的な探究の時間と各教科等の関連 教育課程・指導方法の改善

組織的・計画的な教育活動の質の
向上 6

令和４年度高等学校教育課程編成の手引【総則編】 令和３年度小（中）学校教育課程編成の手引 Ｐ１

○ 視点



(2) 安心して学べる居場所である集団の確立

放課後タイムの充実 教室環境の整備

教職員間の情報共有と共通した
取組の徹底 7

○ 視点



デジタル教科書を活用する
様子

中学校理科専科教員による授業
でのＩＣＴ活用の様子
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○ 視点

(3) 学習指導の充実等

どの学級でも、当たり前に行う



ICTを活用した研修の様子 メンター研修の様子

12

○ 視点

(4) 教員の資質能力の向上

学校規模、職員構成に応じた
研修方法の工夫
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保護者向けChromebook体験会の様子

○ 視点

(5) 地域・家庭との連携

地域住民・保護者との課題の共有が鍵


